




































































































































































































●　すぐに心を開かなくても焦らない。大事なことがなかなかそのとき (伝えたいとき ) に伝わらな
かったりすることもあるが、長い時間をかけて、さまざまな経験を経て伝わることもある。つい
すぐに効果が表れる（結果がでる）ことを期待するが、実はすぐに結果や効果が出ることのほう
が極めてまれであり、実際には最悪のケースを避けることができればOKといってもよいことが
ほとんどである。悪い方向に進んでいないことも良い方向と理解する視点を持つことも大切であ
る。
●　今、自分のできることを確認し、そのことに誠実に取り組むことで、その意味は必ず子どもたち
伝わると信じることも大切である。心を開き、問題がの解決（解消）されるにには時間がかかる
し、いろんなことが相手（子どもたち）にすぐにはなかなか伝わらないかもしれないという覚悟と、
いつか必ず伝わるという希望持つ。
（2）子どもたちが心を開くための具体的なアプローチ
●　子どもたちが負担を感じない「場」を設定する。本人がいやがるものを無理やりに設定しない。
まず最初は、遊びなどを取り入れてリラックスしてスタートする。
●　構造的な面接の場面に限らず、給食や昼休みの集団遊びなど、非構造的な場も試してみる。
●　やっと話をする場面に至っても、最初は短い時間で済ませる（欲張らないで、子どものペースに
合わせる）。思った以上に子どもはその時間を「長く」感じるものであり、「短い」「あっという間」
と感じる教職員の感覚とは大きくかけ離れていることも多い。
●　コミュニケーションの最後に、「来てくれてありがとう。」「お話、わかりやすかったよ。」「お話し
できてうれしかった（楽しかった）よ」などと、ねぎらいや好意的なメッセージ（ポジティブメッ
セージ）を伝え、自信を与える。
●　コミュニケーションのスキルとしては、日ごろから、笑顔やスキンシップ、穏やかな声や表情、
子どもの目を見て話すなど、言葉以外の手段にも工夫をこらす。
●　感情を受け止める。「どうして（なぜ）…？」というといかけではなく、「〜な気持ち（気分）なん
だね。」と問いかける。「どうして泣いてるの？」ではなく、「泣きたいほど悲しいことがあったん
だね。」と声をかけてみる。技法としては、おうむ返し、キーワード返しといった方法を用いて、
その子どもが話してくれた内容の要点をまとめて、確認の意味で繰り返す。
●　子どもたちとの面談を計画しても、予定通りすすまないこともあるし、会うことができても話が
進まないことも多い。特に、緊張感を伴う、初回の面接などではそうなりがちである。
●　最初の面接では、あるいは数回の面接を重ねていても、想定どおりにはうまくいかないことがあ
ると予想し、場合によっては伝えたいことを事前に手紙に書いて用意しておき、必要に応じて渡
すことなども有用である。ただし、相手からの返事は期待しない。手紙を読まない可能性もある
にはあるが、実際はほとんど読んでくれている。反応（返事）がない場合でも、読むだけは読ん
でいることがほとんどである。
●　心をなかなか開かない子どもに向かい合うためには、自分自身の限界も知ることが大事である。
他の生徒とかかわることを考えても、教師に与えられた時間は限られている。その場合は、スクー
保護者へのかかわり方
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ルカウンセラーや心の教室相談員といった、第三者的な立場の資源も活用する。情報交換・共有
をすることで、一人でかかわる以上の成果がでることもある。すべてを自分で背負わないことが
肝心である。
●　相手が心を開くためにも、まずは自分から自己開示をすることで、相手との距離が少しずつ縮まっ
ていく。自分自身のことや家族のことを話すなかで少しずつ相手が心を開くこともある。自分が
相手に心を開いているかということも自分自身をふりかえり確認しながら、先に自分から自己開
示することで信頼関係の第一歩につながる。
最後に
　「寄り添う」という言葉をさまざまな現場で耳にする。教育の現場においても、子どもたちや保護
者の心に寄り添うことが大切だといわれているが、実際私たちが子どもたちや保護者の心にどれだけ
寄り添っているのかと考えるならば、仕事の内容が複雑多様化した今の教育の現場では、実際にはな
かなか十分な「寄り添う」ことができていないのが現状である。
　時間がないばかりに、つい結論から入り、子どもや保護者を正しい方向に導くことに専心しがち
であるが、子どもや保護者と学校（教師）に信頼関係がないと、なかなか事態が改善しないばかりか、
逆に悪化することもあり、悪循環にはまってしまう。
　信頼関係を築くには時間がかかるとわかっていても、つい教師の時間のターム（たとえば、今月中に、
今学期中に、今学年中になど）の枠組みの中で解決を求めてしまう。
　信頼関係を築くためには、時間がかかったり、対人関係上のストレスを感じたり、とにかく苦労を
伴うが、そういったことには多くの先生方が苦痛を感じてしまい、結果的に十分なコミュニケーショ
ンがとれなくなってしまう。最初の心構えの中に、気長に向かい合う（長いスパンで見る）事を心が
けることが大切である。また、すぐにはうまくいかないこともあるが、いつかはきっとうまくいくこ
とも信じつつ、自分自身の身の限界を知る中で他者の力も借りることも大切である。
　保護者と信頼関係ができると、その後いろんな困難が伴っても、「先生（学校）と一緒に、子どもの
ために向かい合う」という心構えができるので、さまざまな困難に対して協働の意識が生まれ、結果
的に相互の負担が軽減することで、いろんな困難の中でなんとか踏みとどまることができる。
　「急がば回れ！」、時間をじっくりかけて、保護者や子どもたちの心に徹底して寄り添うことが大事
であり、手抜きをしたり、近道をしようとするとそれはすぐに相手（保護者や子どもたち）に伝わっ
てしまう。
　保護者に関わり関係性を作り上げることは、骨の折れる、気苦労の多い作業であるが、それは決し
て無意味なものではなく、子どもたちや保護者だけでなく必ず教師自身にも意味のある時間となって
かえってくる。
　ただ、時にはストレスを伴いやすいので、保護者とのかかわりについては、複数の人数で取り組む
といった工夫も必要であり、またスクールカウンセラーなどとも協議することで、負担が軽減したり
目標が明確になることもある。
　親だけでなく教師の側においても、子どもの成長については少し長いスパンで見ることが大事であ
る。「1段 1段、ゆっくりと成長すればそれでよし。時には後戻りすることもＯＫ！」というような気
持ちのゆとりが大切であり、子どもたちが自分自身が認められていることが実感できたとき、それま
でのペースから一転し成長がすすむこともある。
　どこかに、限界があるということも自分に言い聞かせつつ、しかし、一方では長い目で取り組むこ
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とで必ず明るい兆しがやってくるという希望も失わないことも大切である。いかなる場合にも、一寸
の光（希望）は存在するのであり、その光に気づくか気づかないかは、関わり側の視点によるところ
が大きい。いかなる困難においても、子どもたちの生きる力、成長する力を信じ、絶望することなく
歩んでいくためにも、保護者との信頼関係は不可欠であり、日ごろのかかわりを通して信頼関係を築
くことが求められる。
